
　この「東神戸病院ニュース」も今回で、記念すべき200号を迎えることになりました。2003年以降、中断

することなく発行できたのは、多くの方に読んでいただき、応援をいただいた結果だと考えています。この場

を借りて感謝申し上げます。

　私事ですが、2003年は、医局長になった年です。この時にまず「医局で安全に関するアピール」をだした

のは2003年7月のことでした。東神戸病院の理念にも、最初に「安全安心の医療」を掲げています。私たち

の理念には、「安全安心の医療」に続いて、「人としての尊厳、人権が守られる医療」、「地域と共に歩み医療」

を掲げています。

　私たちは、こうした理念を大切にしながら、地域で、その人らしく、その人の希望の生活ができるような「生

活支援病院」でありたいと考えてきました。そして、その実践のために「連携」を重視した「連携推進病院」を

目指したいと考えています。

　医療の機能分化が進む中で、医療機関同士の連携は欠かせませ

ん。また、高齢者の方が増加する中、医療と介護の連携も重要なも

のとなっています。さらに、医療の枠をこえて、地域をよくするため

の連携も重要と考えています。孤立や貧困は、大きなSDH（健康の

社会的決定要因）です。この神戸市、東灘も、貧困や格差とは無関

係ではありません。孤立や貧困は治療されないといけないものであ

り、こうしたことに日常から活動されている方々すべてと連携をする

中で、孤立や貧困の問題にすこしでも力になれたらと考えています。

　最近では、「コミュニティーホスピタル」が注目されています。コミュニティーホスピタルとは、『総合診療を

軸に超急性期以外のすべての医療、リハビリ、栄養管理、介護などのケアをワンストップで提供する病院。病

気だけを診る医療ではなく、患者さんの人生を診て、「治し、支える医療」を提供する病院。』（一般社団法人

コミュニティー＆コミュニティーホスピタル協会　ホームページより抜粋）です。

　私たちのフィールドはまさに地域です。地域での医療懇談会、地域の清掃活動など、いくつかの活動を行っ

てきましたが、これからは…もっともっと地域に出ていき、地域に貢献していきたいと考えます。地域に溶け込

み、この地域が、誰からも大切にされる素晴らしい場所になるために努力していきたいと考えています。

　まだまだ不十分な点も多いのですが、ぜひ皆さんの声もいただきながら地域と共に進んでいきたいと思い

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（院長・遠山   治彦）

地域と共に～コミュニティーホスピタルを目指して～地域と共に～コミュニティーホスピタルを目指して～

　この度、歴代号のご寄稿・ご愛読を賜りました関係各位の皆様に支えられ、記念200号を迎えることができ

ました。重ねて御礼申し上げます。

　本広報誌は、患者様・家族様や連携医療機関様、互助組合員様を主な読者層に据え、医学生さんや看護

学生さんにも向けた記事を掲載しています。読者層が多岐に渡る為、記事を検討する際は、当院の取り組み・

社会情勢・その他風物詩等々から、バランス良く構成することに拘っています。

委員会の構成要員も多職種にわたり、医局・看護科・放射線科・事務・連携

室が担当しています。

　2003年4月の第1号の発行から、2011年7月の第100号を経て、早22年

目を迎えます。2020年以降のコロナ禍においては、種々の行事が中断され記

事決めに苦慮しましたが、当院と関係各位の皆様をお繋ぎするツールとすべく、

想いを強く取り組みました。

　インターネットやSNSが流行している昨今ですが、誰もが気軽に手に取って

見て頂ける紙媒体での情報発信を継続したいと考えています。より身近に感じ

て頂けるコミュニケーションツールとなるよう祈念し、結びとさせて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（右図はニュース創刊号）

　7月9日（火）、2024年原水爆禁止国民平和大行進（東灘区）に神戸

健康共和会より22人が参加しました。今年は職員や組合員さんも集合し

やすいよう東灘区役所からスタートしました。毎年恒例となったメッセー

ジカードに、職員の核兵器廃絶や平和の思いを書いていただき、それを

持ちながら「核兵器をなくそう」と声を出しながら歩きました。今年はメッ

セージカードに加え四者（社）オリジナルの横断幕を持ってゴールであ

る阪神御影駅まで向かいました。

　阪神御影駅南のバレンタイン広場に到着すると各団体からの発言が順

番にあり、共和会グループは、発言者以外はメッセージカードや横断幕

を掲げ、発言は東神戸病院の職員がおこないました。ここ数年は天候に

恵まれませんでしたが、今年は雨が降ることもなく前回よりもたくさんの

方に参加していただき嬉しかったです。また、こちらも恒例となりつつあ

る「平和行進ペナント」を全国通し行進者の方に託すことができ、平和

への思いを繋げることができたのもよかったです。国民平和大行進は毎

年8月の広島・長崎にむかって全国で行進しています。核兵器廃絶を願って、一歩でも二歩でもいいので毎年

皆さんと一緒に歩きたいと思います。

　来年は被爆80年という節目の年です。四者（社）協運動推進事務局では「非核日本キャンペーン」を提起

し、「核兵器のない世界」の実現、日本の核兵器禁止条約への参加のために、世界大会代表派遣をはじめと

したさまざまな取り組みを実施する予定です。核兵器廃絶に向けて、ともに頑張りましょう！

　7月23日（火）に甲南医療センターと東灘区循環器連携カンファレンスがハイブリッド形式で開催されました。

甲南医療センターからは医師3名、看護師1名、MSW3名、東神戸病院からは医師8名が参加しました。

　甲南医療センターからは、循環器内科部長の大久保英明医師が座長を行い、循環器内科医長である宇津医

師より「当院における虚血性心疾患、下肢動脈治療の取り組み」、循環器内科医長の小田島医師より「甲南医

療センターでの心不全治療のこれまでとこれから～目の前の患者さんに、何ができるか？～」を発表して頂き

ました。最新のデバイスを活用し、積極的に治療をされている報告や心不全チームを立ち上げられており多職

種で心不全の治療に取り組まれていることを聞くことが出来ました。

　当院からは、大槻副院長が座長を務め、遠山院長より「当院より転院となった循環器救急疾患」の報告を

行いました。

　宇津医師から、当院のウォークインで来院される心不全の患者の多さに驚かれ、転送のしやすさのために

は直通電話が大事で救急ピッチをお知らせしたいと発言がありました。

　小田島医師からは、甲南医療センターの心不全チームで作成されている「心不全フォローアップシート」を

ぜひ次の医療機関に利用してもらうと、より良い治療に繋げることができるのではないか。院長から「わたし

のカルテ」を紹介し「心不全フォローアップシート」も反映させれば、これからの連携に大いに役立つのでは

と意見交換がなされました。

　今後の甲南医療センターとの連携に大きな期待が

寄せられる会となりました。

当院向かい側の立体駐車場は営業

終了しました。

近隣駐車場をご利用下さい。

診療科目 時間 月 火 水 木 金 土

・【　】内の数字は第○週目を表しています。

・名前の前に＊印がついているのは予約診療です。但し（一般）（一般あり）と書かれている場合は一般診療も行っています。

急病の場合はこの時間の限りではありません。お電話にてご相談ください。　  　　　　　　　  

感染症拡大防止のため、病院へ入館する際の体温チェック・マスク着用をお願いします。
また、入院患者さまへの面会制限も実施しております。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。        　　   

（2024 年9月現在）
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＊藤末    　
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新患外来

＊武村【1・3】　
＊永野　＊山田　

松本（郁）
新患外来

＊遠山【4】
＊馬田（一般）【1】

松本（成）
新患外来

＊千古

　

松本（郁） 
新患外来

＊遠山(一般)   瀧本
＊大槻(一般）

皮膚科は 2023 年 6月末をもちまして終了しました



　この「東神戸病院ニュース」も今回で、記念すべき200号を迎えることになりました。2003年以降、中断

することなく発行できたのは、多くの方に読んでいただき、応援をいただいた結果だと考えています。この場

を借りて感謝申し上げます。

　私事ですが、2003年は、医局長になった年です。この時にまず「医局で安全に関するアピール」をだした

のは2003年7月のことでした。東神戸病院の理念にも、最初に「安全安心の医療」を掲げています。私たち

の理念には、「安全安心の医療」に続いて、「人としての尊厳、人権が守られる医療」、「地域と共に歩み医療」

を掲げています。

　私たちは、こうした理念を大切にしながら、地域で、その人らしく、その人の希望の生活ができるような「生

活支援病院」でありたいと考えてきました。そして、その実践のために「連携」を重視した「連携推進病院」を

目指したいと考えています。

　医療の機能分化が進む中で、医療機関同士の連携は欠かせませ

ん。また、高齢者の方が増加する中、医療と介護の連携も重要なも

のとなっています。さらに、医療の枠をこえて、地域をよくするため

の連携も重要と考えています。孤立や貧困は、大きなSDH（健康の

社会的決定要因）です。この神戸市、東灘も、貧困や格差とは無関

係ではありません。孤立や貧困は治療されないといけないものであ

り、こうしたことに日常から活動されている方々すべてと連携をする

中で、孤立や貧困の問題にすこしでも力になれたらと考えています。

　最近では、「コミュニティーホスピタル」が注目されています。コミュニティーホスピタルとは、『総合診療を

軸に超急性期以外のすべての医療、リハビリ、栄養管理、介護などのケアをワンストップで提供する病院。病

気だけを診る医療ではなく、患者さんの人生を診て、「治し、支える医療」を提供する病院。』（一般社団法人

コミュニティー＆コミュニティーホスピタル協会　ホームページより抜粋）です。

　私たちのフィールドはまさに地域です。地域での医療懇談会、地域の清掃活動など、いくつかの活動を行っ

てきましたが、これからは…もっともっと地域に出ていき、地域に貢献していきたいと考えます。地域に溶け込

み、この地域が、誰からも大切にされる素晴らしい場所になるために努力していきたいと考えています。

　まだまだ不十分な点も多いのですが、ぜひ皆さんの声もいただきながら地域と共に進んでいきたいと思い

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（院長・遠山   治彦）

地域と共に～コミュニティーホスピタルを目指して～地域と共に～コミュニティーホスピタルを目指して～

　この度、歴代号のご寄稿・ご愛読を賜りました関係各位の皆様に支えられ、記念200号を迎えることができ

ました。重ねて御礼申し上げます。

　本広報誌は、患者様・家族様や連携医療機関様、互助組合員様を主な読者層に据え、医学生さんや看護

学生さんにも向けた記事を掲載しています。読者層が多岐に渡る為、記事を検討する際は、当院の取り組み・

社会情勢・その他風物詩等々から、バランス良く構成することに拘っています。

委員会の構成要員も多職種にわたり、医局・看護科・放射線科・事務・連携

室が担当しています。

　2003年4月の第1号の発行から、2011年7月の第100号を経て、早22年

目を迎えます。2020年以降のコロナ禍においては、種々の行事が中断され記

事決めに苦慮しましたが、当院と関係各位の皆様をお繋ぎするツールとすべく、

想いを強く取り組みました。

　インターネットやSNSが流行している昨今ですが、誰もが気軽に手に取って

見て頂ける紙媒体での情報発信を継続したいと考えています。より身近に感じ

て頂けるコミュニケーションツールとなるよう祈念し、結びとさせて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（右図はニュース創刊号）

　7月9日（火）、2024年原水爆禁止国民平和大行進（東灘区）に神戸

健康共和会より22人が参加しました。今年は職員や組合員さんも集合し

やすいよう東灘区役所からスタートしました。毎年恒例となったメッセー

ジカードに、職員の核兵器廃絶や平和の思いを書いていただき、それを

持ちながら「核兵器をなくそう」と声を出しながら歩きました。今年はメッ

セージカードに加え四者（社）オリジナルの横断幕を持ってゴールであ

る阪神御影駅まで向かいました。

　阪神御影駅南のバレンタイン広場に到着すると各団体からの発言が順

番にあり、共和会グループは、発言者以外はメッセージカードや横断幕

を掲げ、発言は東神戸病院の職員がおこないました。ここ数年は天候に

恵まれませんでしたが、今年は雨が降ることもなく前回よりもたくさんの

方に参加していただき嬉しかったです。また、こちらも恒例となりつつあ

る「平和行進ペナント」を全国通し行進者の方に託すことができ、平和

への思いを繋げることができたのもよかったです。国民平和大行進は毎

年8月の広島・長崎にむかって全国で行進しています。核兵器廃絶を願って、一歩でも二歩でもいいので毎年

皆さんと一緒に歩きたいと思います。

　来年は被爆80年という節目の年です。四者（社）協運動推進事務局では「非核日本キャンペーン」を提起

し、「核兵器のない世界」の実現、日本の核兵器禁止条約への参加のために、世界大会代表派遣をはじめと

したさまざまな取り組みを実施する予定です。核兵器廃絶に向けて、ともに頑張りましょう！

　7月23日（火）に甲南医療センターと東灘区循環器連携カンファレンスがハイブリッド形式で開催されました。

甲南医療センターからは医師3名、看護師1名、MSW3名、東神戸病院からは医師8名が参加しました。

　甲南医療センターからは、循環器内科部長の大久保英明医師が座長を行い、循環器内科医長である宇津医

師より「当院における虚血性心疾患、下肢動脈治療の取り組み」、循環器内科医長の小田島医師より「甲南医

療センターでの心不全治療のこれまでとこれから～目の前の患者さんに、何ができるか？～」を発表して頂き

ました。最新のデバイスを活用し、積極的に治療をされている報告や心不全チームを立ち上げられており多職

種で心不全の治療に取り組まれていることを聞くことが出来ました。

　当院からは、大槻副院長が座長を務め、遠山院長より「当院より転院となった循環器救急疾患」の報告を

行いました。

　宇津医師から、当院のウォークインで来院される心不全の患者の多さに驚かれ、転送のしやすさのために

は直通電話が大事で救急ピッチをお知らせしたいと発言がありました。

　小田島医師からは、甲南医療センターの心不全チームで作成されている「心不全フォローアップシート」を

ぜひ次の医療機関に利用してもらうと、より良い治療に繋げることができるのではないか。院長から「わたし

のカルテ」を紹介し「心不全フォローアップシート」も反映させれば、これからの連携に大いに役立つのでは

と意見交換がなされました。

　今後の甲南医療センターとの連携に大きな期待が

寄せられる会となりました。

当院向かい側の立体駐車場は営業

終了しました。

近隣駐車場をご利用下さい。

診療科目 時間 月 火 水 木 金 土

・【　】内の数字は第○週目を表しています。

・名前の前に＊印がついているのは予約診療です。但し（一般）（一般あり）と書かれている場合は一般診療も行っています。

急病の場合はこの時間の限りではありません。お電話にてご相談ください。　  　　　　　　　  

感染症拡大防止のため、病院へ入館する際の体温チェック・マスク着用をお願いします。
また、入院患者さまへの面会制限も実施しております。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。        　　   
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皮膚科は 2023 年 6月末をもちまして終了しました



　この「東神戸病院ニュース」も今回で、記念すべき200号を迎えることになりました。2003年以降、中断

することなく発行できたのは、多くの方に読んでいただき、応援をいただいた結果だと考えています。この場

を借りて感謝申し上げます。

　私事ですが、2003年は、医局長になった年です。この時にまず「医局で安全に関するアピール」をだした

のは2003年7月のことでした。東神戸病院の理念にも、最初に「安全安心の医療」を掲げています。私たち

の理念には、「安全安心の医療」に続いて、「人としての尊厳、人権が守られる医療」、「地域と共に歩み医療」

を掲げています。

　私たちは、こうした理念を大切にしながら、地域で、その人らしく、その人の希望の生活ができるような「生

活支援病院」でありたいと考えてきました。そして、その実践のために「連携」を重視した「連携推進病院」を

目指したいと考えています。

　医療の機能分化が進む中で、医療機関同士の連携は欠かせませ

ん。また、高齢者の方が増加する中、医療と介護の連携も重要なも

のとなっています。さらに、医療の枠をこえて、地域をよくするため

の連携も重要と考えています。孤立や貧困は、大きなSDH（健康の

社会的決定要因）です。この神戸市、東灘も、貧困や格差とは無関

係ではありません。孤立や貧困は治療されないといけないものであ

り、こうしたことに日常から活動されている方々すべてと連携をする

中で、孤立や貧困の問題にすこしでも力になれたらと考えています。

　最近では、「コミュニティーホスピタル」が注目されています。コミュニティーホスピタルとは、『総合診療を

軸に超急性期以外のすべての医療、リハビリ、栄養管理、介護などのケアをワンストップで提供する病院。病

気だけを診る医療ではなく、患者さんの人生を診て、「治し、支える医療」を提供する病院。』（一般社団法人

コミュニティー＆コミュニティーホスピタル協会　ホームページより抜粋）です。

　私たちのフィールドはまさに地域です。地域での医療懇談会、地域の清掃活動など、いくつかの活動を行っ

てきましたが、これからは…もっともっと地域に出ていき、地域に貢献していきたいと考えます。地域に溶け込

み、この地域が、誰からも大切にされる素晴らしい場所になるために努力していきたいと考えています。

　まだまだ不十分な点も多いのですが、ぜひ皆さんの声もいただきながら地域と共に進んでいきたいと思い

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（院長・遠山   治彦）

地域と共に～コミュニティーホスピタルを目指して～地域と共に～コミュニティーホスピタルを目指して～

　この度、歴代号のご寄稿・ご愛読を賜りました関係各位の皆様に支えられ、記念200号を迎えることができ

ました。重ねて御礼申し上げます。

　本広報誌は、患者様・家族様や連携医療機関様、互助組合員様を主な読者層に据え、医学生さんや看護

学生さんにも向けた記事を掲載しています。読者層が多岐に渡る為、記事を検討する際は、当院の取り組み・

社会情勢・その他風物詩等々から、バランス良く構成することに拘っています。

委員会の構成要員も多職種にわたり、医局・看護科・放射線科・事務・連携

室が担当しています。

　2003年4月の第1号の発行から、2011年7月の第100号を経て、早22年

目を迎えます。2020年以降のコロナ禍においては、種々の行事が中断され記

事決めに苦慮しましたが、当院と関係各位の皆様をお繋ぎするツールとすべく、

想いを強く取り組みました。

　インターネットやSNSが流行している昨今ですが、誰もが気軽に手に取って

見て頂ける紙媒体での情報発信を継続したいと考えています。より身近に感じ

て頂けるコミュニケーションツールとなるよう祈念し、結びとさせて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（右図はニュース創刊号）

　7月9日（火）、2024年原水爆禁止国民平和大行進（東灘区）に神戸

健康共和会より22人が参加しました。今年は職員や組合員さんも集合し

やすいよう東灘区役所からスタートしました。毎年恒例となったメッセー

ジカードに、職員の核兵器廃絶や平和の思いを書いていただき、それを

持ちながら「核兵器をなくそう」と声を出しながら歩きました。今年はメッ

セージカードに加え四者（社）オリジナルの横断幕を持ってゴールであ

る阪神御影駅まで向かいました。

　阪神御影駅南のバレンタイン広場に到着すると各団体からの発言が順

番にあり、共和会グループは、発言者以外はメッセージカードや横断幕

を掲げ、発言は東神戸病院の職員がおこないました。ここ数年は天候に

恵まれませんでしたが、今年は雨が降ることもなく前回よりもたくさんの

方に参加していただき嬉しかったです。また、こちらも恒例となりつつあ

る「平和行進ペナント」を全国通し行進者の方に託すことができ、平和

への思いを繋げることができたのもよかったです。国民平和大行進は毎

年8月の広島・長崎にむかって全国で行進しています。核兵器廃絶を願って、一歩でも二歩でもいいので毎年

皆さんと一緒に歩きたいと思います。

　来年は被爆80年という節目の年です。四者（社）協運動推進事務局では「非核日本キャンペーン」を提起

し、「核兵器のない世界」の実現、日本の核兵器禁止条約への参加のために、世界大会代表派遣をはじめと

したさまざまな取り組みを実施する予定です。核兵器廃絶に向けて、ともに頑張りましょう！

　7月23日（火）に甲南医療センターと東灘区循環器連携カンファレンスがハイブリッド形式で開催されました。

甲南医療センターからは医師3名、看護師1名、MSW3名、東神戸病院からは医師8名が参加しました。

　甲南医療センターからは、循環器内科部長の大久保英明医師が座長を行い、循環器内科医長である宇津医

師より「当院における虚血性心疾患、下肢動脈治療の取り組み」、循環器内科医長の小田島医師より「甲南医

療センターでの心不全治療のこれまでとこれから～目の前の患者さんに、何ができるか？～」を発表して頂き

ました。最新のデバイスを活用し、積極的に治療をされている報告や心不全チームを立ち上げられており多職

種で心不全の治療に取り組まれていることを聞くことが出来ました。

　当院からは、大槻副院長が座長を務め、遠山院長より「当院より転院となった循環器救急疾患」の報告を

行いました。

　宇津医師から、当院のウォークインで来院される心不全の患者の多さに驚かれ、転送のしやすさのために

は直通電話が大事で救急ピッチをお知らせしたいと発言がありました。

　小田島医師からは、甲南医療センターの心不全チームで作成されている「心不全フォローアップシート」を

ぜひ次の医療機関に利用してもらうと、より良い治療に繋げることができるのではないか。院長から「わたし

のカルテ」を紹介し「心不全フォローアップシート」も反映させれば、これからの連携に大いに役立つのでは

と意見交換がなされました。

　今後の甲南医療センターとの連携に大きな期待が

寄せられる会となりました。

当院向かい側の立体駐車場は営業

終了しました。

近隣駐車場をご利用下さい。

診療科目 時間 月 火 水 木 金 土

・【　】内の数字は第○週目を表しています。

・名前の前に＊印がついているのは予約診療です。但し（一般）（一般あり）と書かれている場合は一般診療も行っています。

急病の場合はこの時間の限りではありません。お電話にてご相談ください。　  　　　　　　　  

感染症拡大防止のため、病院へ入館する際の体温チェック・マスク着用をお願いします。
また、入院患者さまへの面会制限も実施しております。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。        　　   
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　7月23日（火）に甲南医療センターと東灘区循環器連携カンファレンスがハイブリッド形式で開催されました。

甲南医療センターからは医師3名、看護師1名、MSW3名、東神戸病院からは医師8名が参加しました。

　甲南医療センターからは、循環器内科部長の大久保英明医師が座長を行い、循環器内科医長である宇津医

師より「当院における虚血性心疾患、下肢動脈治療の取り組み」、循環器内科医長の小田島医師より「甲南医

療センターでの心不全治療のこれまでとこれから～目の前の患者さんに、何ができるか？～」を発表して頂き

ました。最新のデバイスを活用し、積極的に治療をされている報告や心不全チームを立ち上げられており多職

種で心不全の治療に取り組まれていることを聞くことが出来ました。

　当院からは、大槻副院長が座長を務め、遠山院長より「当院より転院となった循環器救急疾患」の報告を

行いました。

　宇津医師から、当院のウォークインで来院される心不全の患者の多さに驚かれ、転送のしやすさのために

は直通電話が大事で救急ピッチをお知らせしたいと発言がありました。

　小田島医師からは、甲南医療センターの心不全チームで作成されている「心不全フォローアップシート」を

ぜひ次の医療機関に利用してもらうと、より良い治療に繋げることができるのではないか。院長から「わたし

のカルテ」を紹介し「心不全フォローアップシート」も反映させれば、これからの連携に大いに役立つのでは

と意見交換がなされました。

　今後の甲南医療センターとの連携に大きな期待が

寄せられる会となりました。

当院向かい側の立体駐車場は営業

終了しました。

近隣駐車場をご利用下さい。

診療科目 時間 月 火 水 木 金 土

・【　】内の数字は第○週目を表しています。

・名前の前に＊印がついているのは予約診療です。但し（一般）（一般あり）と書かれている場合は一般診療も行っています。

急病の場合はこの時間の限りではありません。お電話にてご相談ください。　  　　　　　　　  

感染症拡大防止のため、病院へ入館する際の体温チェック・マスク着用をお願いします。
また、入院患者さまへの面会制限も実施しております。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。        　　   

（2024 年9 月現在）

内科

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

午前

夜間

午前

夜間

小児科

整形外科

皮膚科

神経心療
内科

外科

消化器外科
肛門科

菅本

＊森岡

＊森岡＊森岡(喘息特診）

＊森岡(喘息特診）

菅本

高村高村

＊藤井 ( 一般あり）

＊千古 ＊山中 ＊千古 ＊千古

＊千古

＊千古

＊千古
（ものわすれ外来）

合田 ＊藤井 ( 一般あり） 合田 ＊藤井 ( 一般あり）

合田

菅本 菅本【1・3】

高村【  2・4  】

＊森岡

＊森岡

＊森岡【月2回】

＊遠山　＊藤末
　伊藤

鱸
新患外来

＊大槻（糖尿病）
＊𠮷川（緩和ケア）

　高島　　藤末
　水間

＊馬田（糖尿病） ＊遠山（循環器）

＊遠山（循環器）
＊高島（リハ）
＊瀧本（被ばく）

 ＊藤末　＊瀧本
 ＊遠山/馬田(隔週)

＊高島　 ＊瀧本(和 ) 

＊馬田

瀧本 (恭 ) 

新患外来

＊瀧本　＊大槻
＊藤末    　

谷口
新患外来

＊武村【1・3】　
＊永野　＊山田　

松本（郁）
新患外来

＊遠山【4】
＊馬田（一般）【1】

松本（成）
新患外来

＊千古

　

松本（郁） 
新患外来

＊遠山(一般)   瀧本
＊大槻(一般）

皮膚科は 2023 年 6月末をもちまして終了しました


